
学　校　番　号

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

安全・安心な教育環境の充実　

信頼される指導・支援・取組の充実

組織力の発揮・向上・継承

専門性の発揮・向上・継承の充実

項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

系統的・教科横断的な視点からの年間指導計画の見直し【長期休業中に２回以上】

障がいの特性等に関する学部内情報交換会の実施【月１回以上】

学年及び学部相互の教師間交流の実施【学期１回以上】

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

評価（３月）

ホームページの継続的な更新作業【随時】と学校新聞の発行【年２回】

「緊急時対応マニュアル」の定期的な確認【学期１回】

様式３

自己評価

令和　５　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）
福岡県立太宰府特別支援学校

自立活動の指導力向上（見合い、学び合い）【月２回】

　令和４年度の学校経営計画に基づ
いた各部門・各課の目標はほぼ達成
できた。特に、ＩＣＴを活用した授業づ
くりや外部専門家との連携が充実し
た。
　今後は、授業の充実、評価方法、一
人一台端末の運用体制づくり、教職
員の専門性の向上や人材育成、危機
管理体制の見直し、スクールカウンセ
ラーの有効活用が課題として挙げら
れる。

昨年度の成果と課題

Ａ部門
知的障がい
教育部門

Ｂ部門
肢体不自由
教育部門

ICTの効果的活用の推進のための、ICTを活用した授業づくりの実施及び共有【月2回】

肢体不自由に関する専門性向上のための、外部専門家や自立活動係等との連携【月１回】

学校関係者評価

学校運営方針

児童一人一人の障がいの状態や
発達段階に応じた指導の充実

小

5つの取組の徹底を通して、児童生徒・教職員・学校を大切にし、成長を目指す！チーム太宰府

年　度　重　点　目　標

児童生徒一人一人に適した教育の充実

中

高

次年度の主な課題評価項目

生徒一人一人の障がいの特性や
心身の発達段階に適した指導の
充実

具体的目標

児童の障がいの状態や発達段階
に応じた指導及び学部内の系統
的な指導の充実

卒業後の自立した生活と社会参
加に向けた継続性のある指導の
充実

具　体　的　方　策

R5年度１学期、R4年度２・３学期の評価を基にした、年間指導計画の見直し【夏季休業中】

学年グループでの協働におけるICTを活用した授業づくり【一人一実践】

タブレット端末を使用したICT教材の保存・活用方法の検討【学期末】

ICTを効果的に活用した授業づくりのための教科会議の実施【学期１回】

学部会における生徒との関わり方や適切な対応・支援体制に関する情報共有【年６回】

職業教育の充実と進路指導課と連携した進路研修会の実施【年３回】

小

生徒一人一人の障がいの特性や
心身の発達段階に応じた安全・
安心な教育環境の充実

高

教
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卒業後の進路を見据え、生徒一
人一人の可能性を最大限に伸ば
すための教育の充実

カリキュラム・マネジメントの確立
に向けた指導・支援の推進
教育環境整備の充実

中

学　校　運　営　計　画　（４月）

具　体　的　目　標

〇児童生徒の実態に応じた指導の充実と学びの連続性の重視（「鍛ほめ福岡メソッド」の展開）
〇カリキュラム・マネジメントの確立        〇ＩＣＴ活用による資質・能力の育成
〇進路開拓・進路指導・職業教育の充実　　     〇施設・設備、教材・教具の充実

〇人権を尊重した指導の充実　　〇児童生徒指導の充実　　〇安全対策の充実（不祥事防止の徹底）

〇特別支援教育のセンター的機能の充実　　〇ホームページ・広報活動の充実　　〇保護者との連携
〇地域と一体となった学校づくり　　〇指導・支援・取組に必要な諸条件の整備

〇分掌組織の縦・横のラインを意識した業務遂行　　〇諸課題に対する組織的な取組の推進
〇働き方改革の推進

〇人材育成・専門性向上　　〇外部専門家との連携　　〇校内支援体制の充実

PTA活動の円滑な運営と広報活
動の充実

PTA役員と担当職員との密な連携と協働【行事毎】

一人一台タブレットPCや周辺機器の点検・環境整備【毎月１回】

FSの使用状況の把握と毎学期末の整理の呼び掛け【学期毎】

各種PC、タブレット端末、ネット
ワーク、貸出機器類の適切な管理
及び校務や学習場面での利用推
進

ICTの効果的な活用を学部で共有【学期２回】

教務部

生徒の可能性を最大限に伸ばすための、高等部教育課程についての検討【月１回】

各行事を安全に実施するための綿密な計画・立案【行事毎】

ボランティア養成講座の開催と計画的な活用【年３回】

授業の評価、改善、年間指導計画の見直し【学期毎】

PC室の貸出物品や電子黒板の点検・環境整備【学期毎】

個別の指導計画における観点別評価【年２回】とそのための研修の実施【２回】

年間指導計画や単元計画を個別の指導計画に関連付ける活用方法の検討【３回】

生徒一人一人の自立活動の内容についての学部での共有【学期１回】

統合型校務支援システムの円滑な運用【随時】

特９



　・

進路実現に向けたキャリア教育
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児童生徒の通学方法の適切な管
理と本校を利用する車両等の効
果的な交通整理
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援
課

研修・支援部

いじめにおける報告方法の改善及び職員への周知徹底【学期に１回以上】

SCやSSW等と連携した指導支援の実施【随時】

学校と地域が連携した災害避難訓練の実施【年１回】

　・

　・

教務担当者と連携した上での必要な教材・教具の把握充実【随時】

　・

評価項目以外のものに関する意見

　・

緊急時対応マニュアルに基づいた救急処置における校内体制の整備【年２回～３回】

公開授業を軸とした学部での授業研究の実施【年１回】

系統性のあるキャリアパスポートの活用【学期毎】

通学バス車内の状況確認と添乗員との情報共有【週２回以上】

生徒指導上の諸課題に対する迅
速かつ組織的な対応及び安全対
策の充実

児童生徒等の健康の保持増進を
図る保健教育及び保健管理

学習活動に必要な教材・教具の
充実

職員全体を巻き込んだ最終報告会の運営【年１回】

進路に関する情報発信【月毎】

重点課題研究最終報告会に向け
た教員主体の取組による指導力
の更新

教員の実践を主体としたICTを活用した研修の実施【年５回】

児童生徒への支援の充実及び職
員全体の専門性の向上

学校環境の衛生管理に向けた職員清掃【週１回】と消毒の実施【随時】

施設・設備の定期的点検及び修理整備【随時】

支援体制の向上のための校内支援Coの授業巡回【各学部週あたり５回〜１０回程度】

具体的支援方法明確化のための校内人材バンクの活用【随時】

太宰府市、筑紫野市、近隣高等学校における夏季相談会の実施【夏季休業中に実施】

教職員と連携した上での物品等の修繕【随時】

日常的な健康観察による児童生徒等の健康状態の把握【毎日】

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

進路指導部

児童生徒
指導部

事務部

安全・安心に活動できる施設・設
備の整備

キャリアシートを活用した進路相談記録の引継ぎ【学期毎】

教職員と連携した上での必要な設備等についての予算要求等の実施【随時】

自力通学・単独通学生徒の通学路の安全確認の実施【随時】

行事予定等に基づく駐車場の年間管理と環境整備【随時】


